
1. 農業協同組合において中間決算は法定化されていないため、当組合では本決算に準じた手続により仮決算を実施し、自主的に開示しております。
2. 本誌に掲載している計数は単位未満を切り捨て表示にしておりますので合計と一致しない場合があります。
3. 記載金額が表示単位未満の場合は「0」、期末残高がない場合は「－」で表示しております。

■広報機能の充実

■第二回担い手全戸訪問

　ＪＡ自己改革の内容の効果的な発信
やトップ広報の実践に向けて、様々な
広報機能の充実に努めています。
　特に今年度は、月刊広報誌「いるま
野」のリニューアル、全支店での支店便
りの発行、魅力あるホームページづくり
を通して、組合員・利用者の「食」「農」

「協同組合」に対する理解を深める取り
組みを進めています。また、広報活動に
関する組合員等の評価・意見・情報収集を通してさら
なる広報施策の機能向上を図るため、「ＪＡいるま野
広報モニター制度」を導入し、110名（全支店：正組合
員１名、准組合員１名）の広報モニターの方にご協力頂
いております。
　ＪＡいるま野は広報機能を充実・強化することで、
地域コミュニティの活性化を図り、これからも組合
員・利用者とのつながりを強めて参ります。

　平成29年８月１日～９月29日の間、
「第二回担い手全戸訪問」に取り組
み、1,075人の担い手との直接対話を
通して、JA自己改革の理解を広めると
ともに、担い手の生の声に耳を傾けま
した。
　今回の担い手訪問では、組合長をは
じめ三役が率先して担い手農家と直接
意見交換を行うとともに、担い手の将
来像について具体的な要望の聞き取り
を行いました。今後、担い手の声を経営
に反映し、ともに歩むＪＡ事業を展開し
てまいります。

　
入
間
助
け
合
い
組
織

せ
せ
ら
ぎ
の
会
（
森
谷

昌
子
会
長
）
は
５
月
17

日
、
入
間
市
の
Ｊ
Ａ
第

三
事
業
本
部
で
会
員
９

人
が
参
加
し
、
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
員
の
指
導
力
向
上

を
目
的
に
お
こ
な
っ
た

研
修
は
、
工
作
キ
ッ
ト

を
使
っ
て
和
紙
を
貼
り

付
け
、
か
ん
た
ん
写
真

立
て
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
「
む
ず
か

し
く
な
く
、
ミ
ニ
デ
イ

参
加
者
と
い
っ
し
ょ
に

で
き
る
」
と
話
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
４
支

店
で
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

西
部
地
域

入
間
地
域

ミ
ニ
デ
イ
に
向
け
て
研
修
会

助
け
合
い
組
織「
せ
せ
ら
ぎ
の
会
」

狭
山
地
域

鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
芝
生
で
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
狭
山
年
金
友
の
会

　
狭
山
年
金
友
の
会
（
指
田
套
一
会
長
）
は
５
月

16
日
、日
高
市
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

会
員
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
も
映
え
て
、
気

持
ち
良
く
ラ
ウ
ン
ド
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
、
晴

天
の
中
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
結
果
は
、
柏

原
地
区
の
増
茂
勝
次
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
指
田
会
長
は「
会
員
が
お
互
い
に
親
睦
を
深
め
、

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
感
激

女
性
部
加
治
支
部
が
親
睦
旅
行

　
西
部
女
性
部
加
治
支
部（
島
﨑
喜
代
子
支
部
長
）

は
５
月
10
日
、
25
人
が
参
加
し
、
茨
城
県
の
国
営

ひ
た
ち
海
浜
公
園
に
親
睦
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、海
を
見
下
ろ
す
「
み
は
ら
し
の
丘
」

一
面
に
、
ブ
ル
ー
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
咲
き

誇
る
ネ
モ
フ
ィ
ラ
を
見
て
、感
激
し
て
い
ま
し
た
。

島
﨑
支
部
長
は
「
広
い
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
、

ネ
モ
フ
ィ
ラ
な
ど
綺
麗
に
咲
い
て
い
る
花
を
見
て

親
睦
を
図
り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

パークゴルフを楽しむ参加者

ネモフィラの花のじゅうたんを楽しむ参加者

写真立てを作る助け合い組織会員
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地
域
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部
地
域

所
沢
地
域

暑
い
夏
に
涼
し
さ
を

草
花
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
教
室

　
川
越
女
性
部
芳
野
支
部
（
江
田
和
子
部
長
）
は

５
月
25
日
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
草
花
を
使

い
、
寄
せ
植
え
教
室
を
開
き
、
部
員
21
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
草
花
は
ナ
デ
シ
コ
、
日
々
草
、
ジ
ニ

ア
プ
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
ペ
ン
タ
ス
、
カ
リ
ブ
ラ

コ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
で
、「
涼
し
さ
」
を
感
じ
る

作
品
を
目
指
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
花
の
色
合

い
に
気
を
付
け
、
思
い
思
い
の
寄
せ
植
え
を
楽
し

み
ま
し
た
。
早
く
自
宅
の
玄
関
に
置
い
て
み
た
い

で
す
ね
」
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

寄せ植えを楽しむ部員

　
東
部
地
域
は
５
月
20
日
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み

野
市
、
三
芳
町
の
協
力
で
、
富
士
見
市
南
畑
地
区

で
児
童
農
業
体
験
学
習
会
を
開
催
し
、
同
地
域
管

内
の
小
学
生
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
は
、
地
元
農
家
の
清
水
時
子
さ
ん
が
植

え
方
を
説
明
。
裸
足
に
な
っ
た
児
童
は「
冷
た
い
」

「
う
ま
く
歩
け
な
い
」
と
、
土
の
感
触
に
声
を
あ

げ
な
が
ら
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
田
植
え
後
は
、
か
か
し
作
り
に
も
挑
戦
。
９
月

の
収
穫
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
が
田
植
え
と

か
か
し
作
り
を
体
験

初出荷された青梅

田植え体験をする児童

特
産
の
青
梅
出
荷
ス
タ
ー
ト

　
梅
の
主
要
産
地
で
あ
る
越
生
町
や
毛
呂
山
町
で

青
梅
の
収
穫
と
出
荷
が
始
ま
り
、
越
生
町
の
当
Ｊ

Ａ
越
生
梅
選
果
場
で
５
月
26
日
に
目
ぞ
ろ
え
会
を

開
き
初
出
荷
し
ま
し
た
。
初
日
に
出
荷
さ
れ
た
梅

は
約
５
０
０
㌔
。
県
内
や
東
京
の
市
場
に
出
荷
さ

れ
、
６
月
上
旬
に
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

の
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
量
は
約
40
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
季
節
、
早
朝
か
ら
収
穫
作
業
に
励
む
生
産

者
の
姿
は
町
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
ケ
島
地
区

糀
谷
八
幡
湿
地
で
田
植
え
体
験
会

　
糀
谷
八
幡
湿
地
保
存
会
は
５
月
30
日
、
所
沢
市

で
児
童
田
植
え
体
験
学
習
を
開
催
し
、
三
ケ
島
小

学
校
５
年
生
67
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
担
い
手
不
足
な
ど
で
荒
れ
た
湿
地
を
保
全
し
よ

う
と
、平
成
16
年
に
地
元
有
志
が
設
立
し
た
同
会
。

幅
広
い
活
動
の
お
か
げ
で
、
生
態
系
も
ホ
タ
ル
が

鑑
賞
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
水
村
周
介
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
糀
谷

八
幡
湿
地
の
自
然
と
昔
な
が
ら
の
米
作
り
の
歴

史
、文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

田植え体験をする児童
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特集

本番を迎えるいるま野の春野菜

営農情報

田植前後の管理について

Japan agricultural Cooperative Irumano

Japan agricultural Cooperative Irumano

2017・42017・4 No.252No.252

地球にやさしさ　耕す未来

ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎

●編集／総合企画部　企画課

特集①特集①

児童1600人を
プロバスケット公式戦に招待児童1600人を
プロバスケット公式戦に招待

特集②　特別対談特集②　特別対談

ＪＡいるま野役員 × ＪＡ全青協新会長候補　飯野芳彦さん

「これからの青年組織活動と

　　　　 ＪＡの役割について語る」
ＪＡいるま野役員 × ＪＡ全青協新会長候補　飯野芳彦さん

「これからの青年組織活動と

　　　　 ＪＡの役割について語る」

営農情報営農情報

青梅（白加賀）の陥没症対策
青梅（白加賀）の陥没症対策

Japan agricultural Cooperative Irumano

Japan agricultural Cooperative Irumano

2017・52017・5 No.253No.253地球にやさしさ　耕す未来

ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎

●編集／総合企画部　秘書広報課

Japan agricultural Cooperative Irumano

Japan agricultural Cooperative Irumano

2017・62017・6 No.254No.254

地球にやさしさ　耕す未来

ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎●編集／総合企画部　秘書広報課

特集特集
小麦の香りを楽しむ！いるま野産小麦「ハナマンテン」を使ったパン

小麦の香りを楽しむ！いるま野産小麦「ハナマンテン」を使ったパン営農情報営農情報
農産加工における食品の安全管理について

農産加工における食品の安全管理について

Japan agricultural Cooperative Irumano

Japan agricultural Cooperative Irumano

2017・72017・7 No.255No.255

地球にやさしさ　耕す未来

ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎
●編集／総合企画部　秘書広報課

特集特集
いるま地域明日の農業担い手育成塾

いるま地域明日の農業担い手育成塾営農情報営農情報
田植後の水稲管理
田植後の水稲管理

4. ＪＡバンク・セーフティネット
　ＪＡバンクのペイオフへの備えには、「貯金保険制度」と「破綻未然防止システム」という二重
のセーフティネットがあります。ＪＡバンクでは、経営の健全性について行政が定めているもの
より厳しい自己基準を設定するなど、より安全な金融機関として信頼を得るために努力してい
ます。

3. 自己資本比率（健全経営のバロメーター）

　自己資本比率とは、経営の健全性を示す指標の一つで、ＪＡが保有する貸出金や有価
証券等のリスクがある資産に対して出資金などの自己資本がどれくらいあるかを示し、
自己資本比率は数字が高いほど、一般的に「体力」があると考えられています。

自己資本比率……14.64％（単体）
自己資本額……714億 9百万円
自己資本額のうち出資金の額…６０億１4百万円

自己資本比率

14.97% 14.64%

●ＪＡは自主ルールにより基準を８％以上と独自に健全性のハードルを高くしています。
●平成29年9月期の計数は、仮決算結果に基づき、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年3月28日金融庁・農林
　水産省告示第2号）に準拠して算出していますが、半期利益については、前年度実績の2分の1の外部流出予定額を控除して自己資本の額とし、オペ
　レーショナルリスク相当額は平成29年3月期の計数を用いて算出しています。

72,000
71,000
70,000
69,000
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63,000
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（単位：百万円） 自己資本額
71,409

自己資本比率の基準

国内基準

4％以上

国際基準

8％以上

　海外に拠点を有さず、国
内だけで事業を行う金融機
関に求められる基準

　海外に拠点を有する金融
機関に求められる基準

※各金融機関は、該当する基準をクリアすることを求められています。

24.00

20.00

16.00

12.00

8.00

4.00

（単位：%）

当座貯金・無利息の普通貯金等

有利息の普通貯金・定期貯金・定期
積金等

外貨貯金・譲渡性貯金等

元本の合計1,000万円までと
その利息等を保護

全額保護（恒久措置）

保護対象外

決
済
用
貯
金
一般
貯
金
等

　平成17年4月以降は、当座貯金や利息の付かない普通貯金等は
「決済用貯金」として全額保護され、定期貯金や利息のつく普通貯金等
は、貯金者１人当たり、元本1,000万円とその利息が保護されます。

●経営の健全性にかかる自主基準の設定
●経営状況のチェックによる問題点の早期発見と改善
●｢ＪＡバンク支援基金｣による資本注入や資金援助

格付け機関名

ムーディーズ社

格付け種類

長期債務格付け

短期債務格付け

長期債務格付け

短期債務格付け

ランク

A1

Ｐ－１

Ａ

Ａ－１
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■資金運用構成■貯金・貸出金 等

　ＪＡいるま野では、貸出金以外にも預け金や
有価証券で運用し、いつでも使える安全な余裕
資金を豊富に保有しており、資金繰りは安定し
ています。

貸出金
3，983億 1百万円
（32.68％）

預け金
7,705億69百万円
（63.22％）

合計1兆2,187億97百万円

有価証券
489億21百万円
（4.02％）

金銭の信託
10億 4百万円
（0.08％）

貯　　金……1兆1,952億41百万円 
貸 出 金…………3,983億 1百万円
預 け 金…………7,705億69百万円
有価証券……………489億21百万円 
金銭の信託……………10億 4百万円 

　ＪＡいるま野は、地域の皆さまからご信頼を頂き、貯金残高は1兆1,952億円とな
りました。また、貸出残高につきましては3,983億円となり、皆さまからお預かり
した大切な財産を安全性と流動性を重視して資金運用しております。

■有価証券等の時価情報

注 ： 貸出金については、貸付留保金を控除した数値としています。

　有価証券等の運用にあたっては、中長期貯金等の金利リスクの軽減および安定収益の確保を基本として、　
安全性を重視した債券運用を中心にポートフォリオ（分散運用の組み合せ）の構築を図っています。

● 有価証券（満期保有）で時価のあるもの　 （単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

貸借対照表
計上額 時　価 評価差額 うち益 うち損

国 債 999 1,049 49 49 ー
地 方 債 3,693 3,880 187 187 ー
政府保証債 500 517 17 17 ー
社 債 1,599 1,678 79 79 ー
合 計 6,792 7,125 333 333 ー

● 有価証券（その他保有）で時価のあるもの（単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

取得原価
（償却原価）

貸借対照表
計上額 評価差額 うち益 うち損

債 券 34,803 36,075 1,271 1,308 36
国 債 11,907 12,442 535 535 0
地方債 9,197 9,576 379 384 5
政府保証債 2,099 2,195 96 96 ー
社 債 11,599 11,860 260 291 31
株 式 636 608 ー28 26 54
受益証券 5,492 5,445 ー46 91 138
合 計 40,933 42,129 1,196 1,426 229
● 金銭の信託（その他保有）で時価のあるもの　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

取得原価
（償却原価） 貸借対照表計上額 評価差額 うち益 うち損

指 定 金 外 信 託 1,000 1,004 4 11 7
合 計 1,000 1,004 4 11 7
　注1:時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
　注2:平成29年9月期における売買目的有価証券はありません。

　ＪＡいるま野は、経営の透明性を高め、その健全性と安全性をご理解いただくために、金
融再生法に基づく債権の状況を開示するとともに、不良債権に対する保全状況を開示いたし
ます。

　ＪＡいるま野では、資産の健全性を高めるため半期毎に厳格な資産の自己査定を実施し、
必要な償却・引当等の処理を実施しています。
　金融再生法開示基準による不良債権の総額は52億19百万円となっており、担保・保証
等による回収見込額とそれらでカバーされていない部分に対し引き当てた貸倒引当金等とで
必要十分な保全を図っております。

■金融再生法による開示対象債権の内訳

平成29年9月期
2,016
2,603
599

5,219
3,659
1,495
98.77％
395,705
400,924

平成29年3月期
2,231
2,697
550

5,479
3,813
1,615
99.09％
387,055
392,534

債権区分と保全状況
破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権

小計（A）
上記債権の担保保証の額（B）
上記債権に対する貸倒引当金の額（C）
上記債権に対する保全率(B+C)／(A)

正常債権
開示対象債権合計

（単位：百万円、％）

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産・会社更生・民事再生等の事由により、経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
●危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受
け取りができない可能性の高い債権です。
●要管理債権
　3ヶ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権からなります。

○ 3ヶ月以上延滞債権／元金又は利息の支払いが、約定支払日の翌日を起算日として3ヶ月以上延滞している貸出金のうち、
「破産更生債権等」「危険債権」を除いた貸出債権です。

○ 貸出条件緩和債権／経済的困難に陥った債務者の経営再建又は支援を図り、当該債権の回収を促進すること等を目的に、
債務者に有利な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権のうち、「破産更生債権等」

「危険債権」「3ヶ月以上延滞債権」を除いた貸出債権です。
●正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危険債権」「要管理債権」以外の債権です。

正常債権　3,957億 5百万円（98.7％）

開示対象債権合計　4,009億24百万円

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
20億16百万円（0.5％）

危険債権
26億 3百万円（0.65％）

要管理債権
5億99百万円（0.15％）

人に優しい豊かな
　　　　　　地域社会を目指して

経
営
理
念

基
本
方
針

1　「農業者の所得増大」「農業生産拡大」への挑戦
2　JA総合力発揮による地域活性化への貢献

…など様々な事業・
サービスを提供して
おります。

営農・生活相談事業

　営農・生活指導はもとより、法務・税務相談や土地の有効利用、さらには宅地供給事業と
して資産保全管理と適正な土地利用へとつながる資産管理相談を行っており、これらの総
合的な相談機能により、暮らし全般にわたってサポートしています。

高齢者福祉事業

　組合員とそのご家族、地域住民が老後
を安心して過ごしていただくために、認
知症サポーターによる見守り活動や助け
合い組織によるミニデイサービスなどの
各種サービスを提供しています。

信 用 事 業

　貯金業務・融資業務・為替業務・
国債の販売や投資信託の取扱等を
行っており、信頼できるサービスを
提供しています。

経 済 事 業

購買事業
　農業に必要な肥料・農薬などの
生産資材や、お米などの生活資材を
提供しています。

販売事業
　安心・安全な農産物づくりを推進
し、市場への共同出荷やＪＡいるま
野直売所を通じて、農家の皆さまが
生産した農畜産物を消費者の皆さ
まにお届けしています。

共 済 事 業

　組合員や地域の皆さまを不慮の
災害から守り、その家族の暮らしを
守ることを最大の目的とし、生命・
建物・火災・自動車共済などの共済
商品を取り扱っています。
　ＪＡ共済の健全性については、平
成28年度のＪＡ共済連のソルベン
シー・マージン比率（支払余力）に
おいて経営の健全な水準とされる
200％を大きく超える898.5％を
確保しています。

　ＪＡいるま野は、組合員・地域の皆さまとのふれあいを大切に、地域に根ざした事業展開を進
めるとともに、幅広い暮らしの相談にお応えし、豊かな暮らしづくりをお手伝いさせていただい
ております。

■経営の状況

事 業 利 益……………………………………………………………15億41百万円
経 常 利 益……………………………………………………………20億63百万円
当期剰余金……………………………………………………………14億95百万円

保有有価証券
489億21百万円（貸借対照表計上額）

満
期
保
有
目
的
の
債
券

＜種類別構成割合＞
国債2.03％

政府保証債1.02％

その他
有価証券
85.96％

地方債7.73％

受益証券
10.17％

社債
22.7％

政府保証債
5.93％

国債
26.49％

株式
1.11％

地方債
19.56％

社債3.26％



■資金運用構成■貯金・貸出金 等

　ＪＡいるま野では、貸出金以外にも預け金や
有価証券で運用し、いつでも使える安全な余裕
資金を豊富に保有しており、資金繰りは安定し
ています。

貸出金
3，983億 1百万円
（32.68％）

預け金
7,705億69百万円
（63.22％）

合計1兆2,187億97百万円

有価証券
489億21百万円
（4.02％）

金銭の信託
10億 4百万円
（0.08％）

貯　　金……1兆1,952億41百万円 
貸 出 金…………3,983億 1百万円
預 け 金…………7,705億69百万円
有価証券……………489億21百万円 
金銭の信託……………10億 4百万円 

　ＪＡいるま野は、地域の皆さまからご信頼を頂き、貯金残高は1兆1,952億円とな
りました。また、貸出残高につきましては3,983億円となり、皆さまからお預かり
した大切な財産を安全性と流動性を重視して資金運用しております。

■有価証券等の時価情報

注 ： 貸出金については、貸付留保金を控除した数値としています。

　有価証券等の運用にあたっては、中長期貯金等の金利リスクの軽減および安定収益の確保を基本として、　
安全性を重視した債券運用を中心にポートフォリオ（分散運用の組み合せ）の構築を図っています。

● 有価証券（満期保有）で時価のあるもの　 （単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

貸借対照表
計上額 時　価 評価差額 うち益 うち損

国 債 999 1,049 49 49 ー
地 方 債 3,693 3,880 187 187 ー
政府保証債 500 517 17 17 ー
社 債 1,599 1,678 79 79 ー
合 計 6,792 7,125 333 333 ー

● 有価証券（その他保有）で時価のあるもの（単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

取得原価
（償却原価）

貸借対照表
計上額 評価差額 うち益 うち損

債 券 34,803 36,075 1,271 1,308 36
国 債 11,907 12,442 535 535 0
地方債 9,197 9,576 379 384 5
政府保証債 2,099 2,195 96 96 ー
社 債 11,599 11,860 260 291 31
株 式 636 608 ー28 26 54
受益証券 5,492 5,445 ー46 91 138
合 計 40,933 42,129 1,196 1,426 229
● 金銭の信託（その他保有）で時価のあるもの　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

取得原価
（償却原価） 貸借対照表計上額 評価差額 うち益 うち損

指 定 金 外 信 託 1,000 1,004 4 11 7
合 計 1,000 1,004 4 11 7
　注1:時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
　注2:平成29年9月期における売買目的有価証券はありません。

　ＪＡいるま野は、経営の透明性を高め、その健全性と安全性をご理解いただくために、金
融再生法に基づく債権の状況を開示するとともに、不良債権に対する保全状況を開示いたし
ます。

　ＪＡいるま野では、資産の健全性を高めるため半期毎に厳格な資産の自己査定を実施し、
必要な償却・引当等の処理を実施しています。
　金融再生法開示基準による不良債権の総額は52億19百万円となっており、担保・保証
等による回収見込額とそれらでカバーされていない部分に対し引き当てた貸倒引当金等とで
必要十分な保全を図っております。

■金融再生法による開示対象債権の内訳

平成29年9月期
2,016
2,603
599

5,219
3,659
1,495
98.77％
395,705
400,924

平成29年3月期
2,231
2,697
550

5,479
3,813
1,615
99.09％
387,055
392,534

債権区分と保全状況
破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権

小計（A）
上記債権の担保保証の額（B）
上記債権に対する貸倒引当金の額（C）
上記債権に対する保全率(B+C)／(A)

正常債権
開示対象債権合計

（単位：百万円、％）

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産・会社更生・民事再生等の事由により、経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
●危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受
け取りができない可能性の高い債権です。
●要管理債権
　3ヶ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権からなります。

○ 3ヶ月以上延滞債権／元金又は利息の支払いが、約定支払日の翌日を起算日として3ヶ月以上延滞している貸出金のうち、
「破産更生債権等」「危険債権」を除いた貸出債権です。

○ 貸出条件緩和債権／経済的困難に陥った債務者の経営再建又は支援を図り、当該債権の回収を促進すること等を目的に、
債務者に有利な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権のうち、「破産更生債権等」

「危険債権」「3ヶ月以上延滞債権」を除いた貸出債権です。
●正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危険債権」「要管理債権」以外の債権です。

正常債権　3,957億 5百万円（98.7％）

開示対象債権合計　4,009億24百万円

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
20億16百万円（0.5％）

危険債権
26億 3百万円（0.65％）

要管理債権
5億99百万円（0.15％）

人に優しい豊かな
　　　　　　地域社会を目指して

経
営
理
念

基
本
方
針

1　「農業者の所得増大」「農業生産拡大」への挑戦
2　JA総合力発揮による地域活性化への貢献

…など様々な事業・
サービスを提供して
おります。

営農・生活相談事業

　営農・生活指導はもとより、法務・税務相談や土地の有効利用、さらには宅地供給事業と
して資産保全管理と適正な土地利用へとつながる資産管理相談を行っており、これらの総
合的な相談機能により、暮らし全般にわたってサポートしています。

高齢者福祉事業

　組合員とそのご家族、地域住民が老後
を安心して過ごしていただくために、認
知症サポーターによる見守り活動や助け
合い組織によるミニデイサービスなどの
各種サービスを提供しています。

信 用 事 業

　貯金業務・融資業務・為替業務・
国債の販売や投資信託の取扱等を
行っており、信頼できるサービスを
提供しています。

経 済 事 業

購買事業
　農業に必要な肥料・農薬などの
生産資材や、お米などの生活資材を
提供しています。

販売事業
　安心・安全な農産物づくりを推進
し、市場への共同出荷やＪＡいるま
野直売所を通じて、農家の皆さまが
生産した農畜産物を消費者の皆さ
まにお届けしています。

共 済 事 業

　組合員や地域の皆さまを不慮の
災害から守り、その家族の暮らしを
守ることを最大の目的とし、生命・
建物・火災・自動車共済などの共済
商品を取り扱っています。
　ＪＡ共済の健全性については、平
成28年度のＪＡ共済連のソルベン
シー・マージン比率（支払余力）に
おいて経営の健全な水準とされる
200％を大きく超える898.5％を
確保しています。

　ＪＡいるま野は、組合員・地域の皆さまとのふれあいを大切に、地域に根ざした事業展開を進
めるとともに、幅広い暮らしの相談にお応えし、豊かな暮らしづくりをお手伝いさせていただい
ております。

■経営の状況

事 業 利 益……………………………………………………………15億41百万円
経 常 利 益……………………………………………………………20億63百万円
当期剰余金……………………………………………………………14億95百万円

保有有価証券
489億21百万円（貸借対照表計上額）

満
期
保
有
目
的
の
債
券

＜種類別構成割合＞
国債2.03％

政府保証債1.02％

その他
有価証券
85.96％

地方債7.73％

受益証券
10.17％

社債
22.7％

政府保証債
5.93％

国債
26.49％

株式
1.11％

地方債
19.56％

社債3.26％



■資金運用構成■貯金・貸出金 等

　ＪＡいるま野では、貸出金以外にも預け金や
有価証券で運用し、いつでも使える安全な余裕
資金を豊富に保有しており、資金繰りは安定し
ています。

貸出金
3，983億 1百万円
（32.68％）

預け金
7,705億69百万円
（63.22％）

合計1兆2,187億97百万円

有価証券
489億21百万円
（4.02％）

金銭の信託
10億 4百万円
（0.08％）

貯　　金……1兆1,952億41百万円 
貸 出 金…………3,983億 1百万円
預 け 金…………7,705億69百万円
有価証券……………489億21百万円 
金銭の信託……………10億 4百万円 

　ＪＡいるま野は、地域の皆さまからご信頼を頂き、貯金残高は1兆1,952億円とな
りました。また、貸出残高につきましては3,983億円となり、皆さまからお預かり
した大切な財産を安全性と流動性を重視して資金運用しております。

■有価証券等の時価情報

注 ： 貸出金については、貸付留保金を控除した数値としています。

　有価証券等の運用にあたっては、中長期貯金等の金利リスクの軽減および安定収益の確保を基本として、　
安全性を重視した債券運用を中心にポートフォリオ（分散運用の組み合せ）の構築を図っています。

● 有価証券（満期保有）で時価のあるもの　 （単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

貸借対照表
計上額 時　価 評価差額 うち益 うち損

国 債 999 1,049 49 49 ー
地 方 債 3,693 3,880 187 187 ー
政府保証債 500 517 17 17 ー
社 債 1,599 1,678 79 79 ー
合 計 6,792 7,125 333 333 ー

● 有価証券（その他保有）で時価のあるもの（単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

取得原価
（償却原価）

貸借対照表
計上額 評価差額 うち益 うち損

債 券 34,803 36,075 1,271 1,308 36
国 債 11,907 12,442 535 535 0
地方債 9,197 9,576 379 384 5
政府保証債 2,099 2,195 96 96 ー
社 債 11,599 11,860 260 291 31
株 式 636 608 ー28 26 54
受益証券 5,492 5,445 ー46 91 138
合 計 40,933 42,129 1,196 1,426 229
● 金銭の信託（その他保有）で時価のあるもの　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

種 類
平成29年9月期

取得原価
（償却原価） 貸借対照表計上額 評価差額 うち益 うち損

指 定 金 外 信 託 1,000 1,004 4 11 7
合 計 1,000 1,004 4 11 7
　注1:時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
　注2:平成29年9月期における売買目的有価証券はありません。

　ＪＡいるま野は、経営の透明性を高め、その健全性と安全性をご理解いただくために、金
融再生法に基づく債権の状況を開示するとともに、不良債権に対する保全状況を開示いたし
ます。

　ＪＡいるま野では、資産の健全性を高めるため半期毎に厳格な資産の自己査定を実施し、
必要な償却・引当等の処理を実施しています。
　金融再生法開示基準による不良債権の総額は52億19百万円となっており、担保・保証
等による回収見込額とそれらでカバーされていない部分に対し引き当てた貸倒引当金等とで
必要十分な保全を図っております。

■金融再生法による開示対象債権の内訳

平成29年9月期
2,016
2,603
599

5,219
3,659
1,495
98.77％
395,705
400,924

平成29年3月期
2,231
2,697
550

5,479
3,813
1,615
99.09％
387,055
392,534

債権区分と保全状況
破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権

小計（A）
上記債権の担保保証の額（B）
上記債権に対する貸倒引当金の額（C）
上記債権に対する保全率(B+C)／(A)

正常債権
開示対象債権合計

（単位：百万円、％）

●破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産・会社更生・民事再生等の事由により、経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
●危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受
け取りができない可能性の高い債権です。
●要管理債権
　3ヶ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権からなります。

○ 3ヶ月以上延滞債権／元金又は利息の支払いが、約定支払日の翌日を起算日として3ヶ月以上延滞している貸出金のうち、
「破産更生債権等」「危険債権」を除いた貸出債権です。

○ 貸出条件緩和債権／経済的困難に陥った債務者の経営再建又は支援を図り、当該債権の回収を促進すること等を目的に、
債務者に有利な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権のうち、「破産更生債権等」

「危険債権」「3ヶ月以上延滞債権」を除いた貸出債権です。
●正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危険債権」「要管理債権」以外の債権です。

正常債権　3,957億 5百万円（98.7％）

開示対象債権合計　4,009億24百万円

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
20億16百万円（0.5％）

危険債権
26億 3百万円（0.65％）

要管理債権
5億99百万円（0.15％）

人に優しい豊かな
　　　　　　地域社会を目指して

経
営
理
念

基
本
方
針

1　「農業者の所得増大」「農業生産拡大」への挑戦
2　JA総合力発揮による地域活性化への貢献

…など様々な事業・
サービスを提供して
おります。

営農・生活相談事業

　営農・生活指導はもとより、法務・税務相談や土地の有効利用、さらには宅地供給事業と
して資産保全管理と適正な土地利用へとつながる資産管理相談を行っており、これらの総
合的な相談機能により、暮らし全般にわたってサポートしています。

高齢者福祉事業

　組合員とそのご家族、地域住民が老後
を安心して過ごしていただくために、認
知症サポーターによる見守り活動や助け
合い組織によるミニデイサービスなどの
各種サービスを提供しています。

信 用 事 業

　貯金業務・融資業務・為替業務・
国債の販売や投資信託の取扱等を
行っており、信頼できるサービスを
提供しています。

経 済 事 業

購買事業
　農業に必要な肥料・農薬などの
生産資材や、お米などの生活資材を
提供しています。

販売事業
　安心・安全な農産物づくりを推進
し、市場への共同出荷やＪＡいるま
野直売所を通じて、農家の皆さまが
生産した農畜産物を消費者の皆さ
まにお届けしています。

共 済 事 業

　組合員や地域の皆さまを不慮の
災害から守り、その家族の暮らしを
守ることを最大の目的とし、生命・
建物・火災・自動車共済などの共済
商品を取り扱っています。
　ＪＡ共済の健全性については、平
成28年度のＪＡ共済連のソルベン
シー・マージン比率（支払余力）に
おいて経営の健全な水準とされる
200％を大きく超える898.5％を
確保しています。

　ＪＡいるま野は、組合員・地域の皆さまとのふれあいを大切に、地域に根ざした事業展開を進
めるとともに、幅広い暮らしの相談にお応えし、豊かな暮らしづくりをお手伝いさせていただい
ております。

■経営の状況

事 業 利 益……………………………………………………………15億41百万円
経 常 利 益……………………………………………………………20億63百万円
当期剰余金……………………………………………………………14億95百万円

保有有価証券
489億21百万円（貸借対照表計上額）

満
期
保
有
目
的
の
債
券

＜種類別構成割合＞
国債2.03％

政府保証債1.02％

その他
有価証券
85.96％

地方債7.73％

受益証券
10.17％

社債
22.7％

政府保証債
5.93％

国債
26.49％

株式
1.11％

地方債
19.56％

社債3.26％



1. 農業協同組合において中間決算は法定化されていないため、当組合では本決算に準じた手続により仮決算を実施し、自主的に開示しております。
2. 本誌に掲載している計数は単位未満を切り捨て表示にしておりますので合計と一致しない場合があります。
3. 記載金額が表示単位未満の場合は「0」、期末残高がない場合は「－」で表示しております。

■広報機能の充実

■第二回担い手全戸訪問

　ＪＡ自己改革の内容の効果的な発信
やトップ広報の実践に向けて、様々な
広報機能の充実に努めています。
　特に今年度は、月刊広報誌「いるま
野」のリニューアル、全支店での支店便
りの発行、魅力あるホームページづくり
を通して、組合員・利用者の「食」「農」

「協同組合」に対する理解を深める取り
組みを進めています。また、広報活動に
関する組合員等の評価・意見・情報収集を通してさら
なる広報施策の機能向上を図るため、「ＪＡいるま野
広報モニター制度」を導入し、110名（全支店：正組合
員１名、准組合員１名）の広報モニターの方にご協力頂
いております。
　ＪＡいるま野は広報機能を充実・強化することで、
地域コミュニティの活性化を図り、これからも組合
員・利用者とのつながりを強めて参ります。

　平成29年８月１日～９月29日の間、
「第二回担い手全戸訪問」に取り組
み、1,075人の担い手との直接対話を
通して、JA自己改革の理解を広めると
ともに、担い手の生の声に耳を傾けま
した。
　今回の担い手訪問では、組合長をは
じめ三役が率先して担い手農家と直接
意見交換を行うとともに、担い手の将
来像について具体的な要望の聞き取り
を行いました。今後、担い手の声を経営
に反映し、ともに歩むＪＡ事業を展開し
てまいります。

　
入
間
助
け
合
い
組
織

せ
せ
ら
ぎ
の
会
（
森
谷

昌
子
会
長
）
は
５
月
17

日
、
入
間
市
の
Ｊ
Ａ
第

三
事
業
本
部
で
会
員
９

人
が
参
加
し
、
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
員
の
指
導
力
向
上

を
目
的
に
お
こ
な
っ
た

研
修
は
、
工
作
キ
ッ
ト

を
使
っ
て
和
紙
を
貼
り

付
け
、
か
ん
た
ん
写
真

立
て
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
「
む
ず
か

し
く
な
く
、
ミ
ニ
デ
イ

参
加
者
と
い
っ
し
ょ
に

で
き
る
」
と
話
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
４
支

店
で
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

西
部
地
域

入
間
地
域

ミ
ニ
デ
イ
に
向
け
て
研
修
会

助
け
合
い
組
織「
せ
せ
ら
ぎ
の
会
」

狭
山
地
域

鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
芝
生
で
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
狭
山
年
金
友
の
会

　
狭
山
年
金
友
の
会
（
指
田
套
一
会
長
）
は
５
月

16
日
、日
高
市
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

会
員
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
も
映
え
て
、
気

持
ち
良
く
ラ
ウ
ン
ド
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
、
晴

天
の
中
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
結
果
は
、
柏

原
地
区
の
増
茂
勝
次
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
指
田
会
長
は「
会
員
が
お
互
い
に
親
睦
を
深
め
、

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
感
激

女
性
部
加
治
支
部
が
親
睦
旅
行

　
西
部
女
性
部
加
治
支
部（
島
﨑
喜
代
子
支
部
長
）

は
５
月
10
日
、
25
人
が
参
加
し
、
茨
城
県
の
国
営

ひ
た
ち
海
浜
公
園
に
親
睦
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、海
を
見
下
ろ
す
「
み
は
ら
し
の
丘
」

一
面
に
、
ブ
ル
ー
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
咲
き

誇
る
ネ
モ
フ
ィ
ラ
を
見
て
、感
激
し
て
い
ま
し
た
。

島
﨑
支
部
長
は
「
広
い
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
、

ネ
モ
フ
ィ
ラ
な
ど
綺
麗
に
咲
い
て
い
る
花
を
見
て

親
睦
を
図
り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

パークゴルフを楽しむ参加者

ネモフィラの花のじゅうたんを楽しむ参加者

写真立てを作る助け合い組織会員
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東
部
地
域

川
越
地
域

北
部
地
域

所
沢
地
域

暑
い
夏
に
涼
し
さ
を

草
花
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
教
室

　
川
越
女
性
部
芳
野
支
部
（
江
田
和
子
部
長
）
は

５
月
25
日
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
草
花
を
使

い
、
寄
せ
植
え
教
室
を
開
き
、
部
員
21
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
草
花
は
ナ
デ
シ
コ
、
日
々
草
、
ジ
ニ

ア
プ
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
ペ
ン
タ
ス
、
カ
リ
ブ
ラ

コ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
で
、「
涼
し
さ
」
を
感
じ
る

作
品
を
目
指
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
花
の
色
合

い
に
気
を
付
け
、
思
い
思
い
の
寄
せ
植
え
を
楽
し

み
ま
し
た
。
早
く
自
宅
の
玄
関
に
置
い
て
み
た
い

で
す
ね
」
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

寄せ植えを楽しむ部員

　
東
部
地
域
は
５
月
20
日
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み

野
市
、
三
芳
町
の
協
力
で
、
富
士
見
市
南
畑
地
区

で
児
童
農
業
体
験
学
習
会
を
開
催
し
、
同
地
域
管

内
の
小
学
生
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
は
、
地
元
農
家
の
清
水
時
子
さ
ん
が
植

え
方
を
説
明
。
裸
足
に
な
っ
た
児
童
は「
冷
た
い
」

「
う
ま
く
歩
け
な
い
」
と
、
土
の
感
触
に
声
を
あ

げ
な
が
ら
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
田
植
え
後
は
、
か
か
し
作
り
に
も
挑
戦
。
９
月

の
収
穫
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
が
田
植
え
と

か
か
し
作
り
を
体
験

初出荷された青梅

田植え体験をする児童

特
産
の
青
梅
出
荷
ス
タ
ー
ト

　
梅
の
主
要
産
地
で
あ
る
越
生
町
や
毛
呂
山
町
で

青
梅
の
収
穫
と
出
荷
が
始
ま
り
、
越
生
町
の
当
Ｊ

Ａ
越
生
梅
選
果
場
で
５
月
26
日
に
目
ぞ
ろ
え
会
を

開
き
初
出
荷
し
ま
し
た
。
初
日
に
出
荷
さ
れ
た
梅

は
約
５
０
０
㌔
。
県
内
や
東
京
の
市
場
に
出
荷
さ

れ
、
６
月
上
旬
に
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

の
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
量
は
約
40
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
季
節
、
早
朝
か
ら
収
穫
作
業
に
励
む
生
産

者
の
姿
は
町
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
ケ
島
地
区

糀
谷
八
幡
湿
地
で
田
植
え
体
験
会

　
糀
谷
八
幡
湿
地
保
存
会
は
５
月
30
日
、
所
沢
市

で
児
童
田
植
え
体
験
学
習
を
開
催
し
、
三
ケ
島
小

学
校
５
年
生
67
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
担
い
手
不
足
な
ど
で
荒
れ
た
湿
地
を
保
全
し
よ

う
と
、平
成
16
年
に
地
元
有
志
が
設
立
し
た
同
会
。

幅
広
い
活
動
の
お
か
げ
で
、
生
態
系
も
ホ
タ
ル
が

鑑
賞
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
水
村
周
介
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
糀
谷

八
幡
湿
地
の
自
然
と
昔
な
が
ら
の
米
作
り
の
歴

史
、文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

田植え体験をする児童

13 「いるま野」2017.7

特集

本番を迎えるいるま野の春野菜

営農情報

田植前後の管理について

Japan agricultural Cooperative Irumano

Japan agricultural Cooperative Irumano

2017・42017・4 No.252No.252
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●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎

●編集／総合企画部　企画課

特集①特集①

児童1600人を
プロバスケット公式戦に招待児童1600人を
プロバスケット公式戦に招待

特集②　特別対談特集②　特別対談

ＪＡいるま野役員 × ＪＡ全青協新会長候補　飯野芳彦さん

「これからの青年組織活動と

　　　　 ＪＡの役割について語る」
ＪＡいるま野役員 × ＪＡ全青協新会長候補　飯野芳彦さん

「これからの青年組織活動と

　　　　 ＪＡの役割について語る」

営農情報営農情報

青梅（白加賀）の陥没症対策
青梅（白加賀）の陥没症対策
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特集特集
小麦の香りを楽しむ！いるま野産小麦「ハナマンテン」を使ったパン

小麦の香りを楽しむ！いるま野産小麦「ハナマンテン」を使ったパン営農情報営農情報
農産加工における食品の安全管理について

農産加工における食品の安全管理について
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ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎
●編集／総合企画部　秘書広報課

特集特集
いるま地域明日の農業担い手育成塾

いるま地域明日の農業担い手育成塾営農情報営農情報
田植後の水稲管理
田植後の水稲管理

4. ＪＡバンク・セーフティネット
　ＪＡバンクのペイオフへの備えには、「貯金保険制度」と「破綻未然防止システム」という二重
のセーフティネットがあります。ＪＡバンクでは、経営の健全性について行政が定めているもの
より厳しい自己基準を設定するなど、より安全な金融機関として信頼を得るために努力してい
ます。

3. 自己資本比率（健全経営のバロメーター）

　自己資本比率とは、経営の健全性を示す指標の一つで、ＪＡが保有する貸出金や有価
証券等のリスクがある資産に対して出資金などの自己資本がどれくらいあるかを示し、
自己資本比率は数字が高いほど、一般的に「体力」があると考えられています。

自己資本比率……14.64％（単体）
自己資本額……714億 9百万円
自己資本額のうち出資金の額…６０億１4百万円

自己資本比率

14.97% 14.64%

●ＪＡは自主ルールにより基準を８％以上と独自に健全性のハードルを高くしています。
●平成29年9月期の計数は、仮決算結果に基づき、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年3月28日金融庁・農林
　水産省告示第2号）に準拠して算出していますが、半期利益については、前年度実績の2分の1の外部流出予定額を控除して自己資本の額とし、オペ
　レーショナルリスク相当額は平成29年3月期の計数を用いて算出しています。

72,000
71,000
70,000
69,000
68,000
67,000
66,000
65,000
64,000
63,000
62,000

（単位：百万円） 自己資本額
71,409

自己資本比率の基準

国内基準

4％以上

国際基準

8％以上

　海外に拠点を有さず、国
内だけで事業を行う金融機
関に求められる基準

　海外に拠点を有する金融
機関に求められる基準

※各金融機関は、該当する基準をクリアすることを求められています。

24.00

20.00

16.00

12.00

8.00

4.00

（単位：%）

当座貯金・無利息の普通貯金等

有利息の普通貯金・定期貯金・定期
積金等

外貨貯金・譲渡性貯金等

元本の合計1,000万円までと
その利息等を保護

全額保護（恒久措置）

保護対象外

決
済
用
貯
金
一般
貯
金
等

　平成17年4月以降は、当座貯金や利息の付かない普通貯金等は
「決済用貯金」として全額保護され、定期貯金や利息のつく普通貯金等
は、貯金者１人当たり、元本1,000万円とその利息が保護されます。

●経営の健全性にかかる自主基準の設定
●経営状況のチェックによる問題点の早期発見と改善
●｢ＪＡバンク支援基金｣による資本注入や資金援助

格付け機関名

ムーディーズ社

格付け種類

長期債務格付け

短期債務格付け

長期債務格付け

短期債務格付け

ランク
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Ｐ－１

Ａ

Ａ－１
平成29年10月末現在
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＆プアーズ社
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1. 農業協同組合において中間決算は法定化されていないため、当組合では本決算に準じた手続により仮決算を実施し、自主的に開示しております。
2. 本誌に掲載している計数は単位未満を切り捨て表示にしておりますので合計と一致しない場合があります。
3. 記載金額が表示単位未満の場合は「0」、期末残高がない場合は「－」で表示しております。

■広報機能の充実

■第二回担い手全戸訪問

　ＪＡ自己改革の内容の効果的な発信
やトップ広報の実践に向けて、様々な
広報機能の充実に努めています。
　特に今年度は、月刊広報誌「いるま
野」のリニューアル、全支店での支店便
りの発行、魅力あるホームページづくり
を通して、組合員・利用者の「食」「農」

「協同組合」に対する理解を深める取り
組みを進めています。また、広報活動に
関する組合員等の評価・意見・情報収集を通してさら
なる広報施策の機能向上を図るため、「ＪＡいるま野
広報モニター制度」を導入し、110名（全支店：正組合
員１名、准組合員１名）の広報モニターの方にご協力頂
いております。
　ＪＡいるま野は広報機能を充実・強化することで、
地域コミュニティの活性化を図り、これからも組合
員・利用者とのつながりを強めて参ります。

　平成29年８月１日～９月29日の間、
「第二回担い手全戸訪問」に取り組
み、1,075人の担い手との直接対話を
通して、JA自己改革の理解を広めると
ともに、担い手の生の声に耳を傾けま
した。
　今回の担い手訪問では、組合長をは
じめ三役が率先して担い手農家と直接
意見交換を行うとともに、担い手の将
来像について具体的な要望の聞き取り
を行いました。今後、担い手の声を経営
に反映し、ともに歩むＪＡ事業を展開し
てまいります。

　
入
間
助
け
合
い
組
織

せ
せ
ら
ぎ
の
会
（
森
谷

昌
子
会
長
）
は
５
月
17

日
、
入
間
市
の
Ｊ
Ａ
第

三
事
業
本
部
で
会
員
９

人
が
参
加
し
、
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
員
の
指
導
力
向
上

を
目
的
に
お
こ
な
っ
た

研
修
は
、
工
作
キ
ッ
ト

を
使
っ
て
和
紙
を
貼
り

付
け
、
か
ん
た
ん
写
真

立
て
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
「
む
ず
か

し
く
な
く
、
ミ
ニ
デ
イ

参
加
者
と
い
っ
し
ょ
に

で
き
る
」
と
話
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
４
支

店
で
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

西
部
地
域

入
間
地
域

ミ
ニ
デ
イ
に
向
け
て
研
修
会

助
け
合
い
組
織「
せ
せ
ら
ぎ
の
会
」

狭
山
地
域

鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
芝
生
で
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
狭
山
年
金
友
の
会

　
狭
山
年
金
友
の
会
（
指
田
套
一
会
長
）
は
５
月

16
日
、日
高
市
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

会
員
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
も
映
え
て
、
気

持
ち
良
く
ラ
ウ
ン
ド
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
、
晴

天
の
中
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
結
果
は
、
柏

原
地
区
の
増
茂
勝
次
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
指
田
会
長
は「
会
員
が
お
互
い
に
親
睦
を
深
め
、

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
感
激

女
性
部
加
治
支
部
が
親
睦
旅
行

　
西
部
女
性
部
加
治
支
部（
島
﨑
喜
代
子
支
部
長
）

は
５
月
10
日
、
25
人
が
参
加
し
、
茨
城
県
の
国
営

ひ
た
ち
海
浜
公
園
に
親
睦
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、海
を
見
下
ろ
す
「
み
は
ら
し
の
丘
」

一
面
に
、
ブ
ル
ー
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
咲
き

誇
る
ネ
モ
フ
ィ
ラ
を
見
て
、感
激
し
て
い
ま
し
た
。

島
﨑
支
部
長
は
「
広
い
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
、

ネ
モ
フ
ィ
ラ
な
ど
綺
麗
に
咲
い
て
い
る
花
を
見
て

親
睦
を
図
り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

パークゴルフを楽しむ参加者

ネモフィラの花のじゅうたんを楽しむ参加者

写真立てを作る助け合い組織会員
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東
部
地
域

川
越
地
域

北
部
地
域

所
沢
地
域

暑
い
夏
に
涼
し
さ
を

草
花
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
教
室

　
川
越
女
性
部
芳
野
支
部
（
江
田
和
子
部
長
）
は

５
月
25
日
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
草
花
を
使

い
、
寄
せ
植
え
教
室
を
開
き
、
部
員
21
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
草
花
は
ナ
デ
シ
コ
、
日
々
草
、
ジ
ニ

ア
プ
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
ペ
ン
タ
ス
、
カ
リ
ブ
ラ

コ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
で
、「
涼
し
さ
」
を
感
じ
る

作
品
を
目
指
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
花
の
色
合

い
に
気
を
付
け
、
思
い
思
い
の
寄
せ
植
え
を
楽
し

み
ま
し
た
。
早
く
自
宅
の
玄
関
に
置
い
て
み
た
い

で
す
ね
」
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

寄せ植えを楽しむ部員

　
東
部
地
域
は
５
月
20
日
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み

野
市
、
三
芳
町
の
協
力
で
、
富
士
見
市
南
畑
地
区

で
児
童
農
業
体
験
学
習
会
を
開
催
し
、
同
地
域
管

内
の
小
学
生
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
は
、
地
元
農
家
の
清
水
時
子
さ
ん
が
植

え
方
を
説
明
。
裸
足
に
な
っ
た
児
童
は「
冷
た
い
」

「
う
ま
く
歩
け
な
い
」
と
、
土
の
感
触
に
声
を
あ

げ
な
が
ら
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
田
植
え
後
は
、
か
か
し
作
り
に
も
挑
戦
。
９
月

の
収
穫
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
が
田
植
え
と

か
か
し
作
り
を
体
験

初出荷された青梅

田植え体験をする児童

特
産
の
青
梅
出
荷
ス
タ
ー
ト

　
梅
の
主
要
産
地
で
あ
る
越
生
町
や
毛
呂
山
町
で

青
梅
の
収
穫
と
出
荷
が
始
ま
り
、
越
生
町
の
当
Ｊ

Ａ
越
生
梅
選
果
場
で
５
月
26
日
に
目
ぞ
ろ
え
会
を

開
き
初
出
荷
し
ま
し
た
。
初
日
に
出
荷
さ
れ
た
梅

は
約
５
０
０
㌔
。
県
内
や
東
京
の
市
場
に
出
荷
さ

れ
、
６
月
上
旬
に
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

の
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
量
は
約
40
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
季
節
、
早
朝
か
ら
収
穫
作
業
に
励
む
生
産

者
の
姿
は
町
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
ケ
島
地
区

糀
谷
八
幡
湿
地
で
田
植
え
体
験
会

　
糀
谷
八
幡
湿
地
保
存
会
は
５
月
30
日
、
所
沢
市

で
児
童
田
植
え
体
験
学
習
を
開
催
し
、
三
ケ
島
小

学
校
５
年
生
67
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
担
い
手
不
足
な
ど
で
荒
れ
た
湿
地
を
保
全
し
よ

う
と
、平
成
16
年
に
地
元
有
志
が
設
立
し
た
同
会
。

幅
広
い
活
動
の
お
か
げ
で
、
生
態
系
も
ホ
タ
ル
が

鑑
賞
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
水
村
周
介
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
糀
谷

八
幡
湿
地
の
自
然
と
昔
な
が
ら
の
米
作
り
の
歴

史
、文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

田植え体験をする児童
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特集

本番を迎えるいるま野の春野菜

営農情報

田植前後の管理について
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ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎

●編集／総合企画部　企画課

特集①特集①

児童1600人を
プロバスケット公式戦に招待児童1600人を
プロバスケット公式戦に招待

特集②　特別対談特集②　特別対談

ＪＡいるま野役員 × ＪＡ全青協新会長候補　飯野芳彦さん

「これからの青年組織活動と

　　　　 ＪＡの役割について語る」
ＪＡいるま野役員 × ＪＡ全青協新会長候補　飯野芳彦さん

「これからの青年組織活動と

　　　　 ＪＡの役割について語る」

営農情報営農情報

青梅（白加賀）の陥没症対策
青梅（白加賀）の陥没症対策
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ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎

●編集／総合企画部　秘書広報課
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地球にやさしさ　耕す未来

ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎●編集／総合企画部　秘書広報課

特集特集
小麦の香りを楽しむ！いるま野産小麦「ハナマンテン」を使ったパン

小麦の香りを楽しむ！いるま野産小麦「ハナマンテン」を使ったパン営農情報営農情報
農産加工における食品の安全管理について

農産加工における食品の安全管理について
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地球にやさしさ　耕す未来

ⓒtorezou

〒350-1105  埼玉県川越市今成2丁目29番地4　TEL 049（224）1607　FAX 049（224）1617

●発行人／代表理事組合長　宮岡　宏太郎
●編集／総合企画部　秘書広報課

特集特集
いるま地域明日の農業担い手育成塾

いるま地域明日の農業担い手育成塾営農情報営農情報
田植後の水稲管理
田植後の水稲管理

4. ＪＡバンク・セーフティネット
　ＪＡバンクのペイオフへの備えには、「貯金保険制度」と「破綻未然防止システム」という二重
のセーフティネットがあります。ＪＡバンクでは、経営の健全性について行政が定めているもの
より厳しい自己基準を設定するなど、より安全な金融機関として信頼を得るために努力してい
ます。

3. 自己資本比率（健全経営のバロメーター）

　自己資本比率とは、経営の健全性を示す指標の一つで、ＪＡが保有する貸出金や有価
証券等のリスクがある資産に対して出資金などの自己資本がどれくらいあるかを示し、
自己資本比率は数字が高いほど、一般的に「体力」があると考えられています。

自己資本比率……14.64％（単体）
自己資本額……714億 9百万円
自己資本額のうち出資金の額…６０億１4百万円

自己資本比率

14.97% 14.64%

●ＪＡは自主ルールにより基準を８％以上と独自に健全性のハードルを高くしています。
●平成29年9月期の計数は、仮決算結果に基づき、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年3月28日金融庁・農林
　水産省告示第2号）に準拠して算出していますが、半期利益については、前年度実績の2分の1の外部流出予定額を控除して自己資本の額とし、オペ
　レーショナルリスク相当額は平成29年3月期の計数を用いて算出しています。
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71,000
70,000
69,000
68,000
67,000
66,000
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（単位：百万円） 自己資本額
71,409

自己資本比率の基準

国内基準

4％以上

国際基準

8％以上

　海外に拠点を有さず、国
内だけで事業を行う金融機
関に求められる基準

　海外に拠点を有する金融
機関に求められる基準

※各金融機関は、該当する基準をクリアすることを求められています。

24.00

20.00

16.00

12.00

8.00

4.00

（単位：%）

当座貯金・無利息の普通貯金等

有利息の普通貯金・定期貯金・定期
積金等

外貨貯金・譲渡性貯金等

元本の合計1,000万円までと
その利息等を保護

全額保護（恒久措置）

保護対象外

決
済
用
貯
金
一般
貯
金
等

　平成17年4月以降は、当座貯金や利息の付かない普通貯金等は
「決済用貯金」として全額保護され、定期貯金や利息のつく普通貯金等
は、貯金者１人当たり、元本1,000万円とその利息が保護されます。

●経営の健全性にかかる自主基準の設定
●経営状況のチェックによる問題点の早期発見と改善
●｢ＪＡバンク支援基金｣による資本注入や資金援助

格付け機関名

ムーディーズ社

格付け種類

長期債務格付け

短期債務格付け

長期債務格付け

短期債務格付け

ランク

A1

Ｐ－１

Ａ

Ａ－１
平成29年10月末現在

スタンダード
＆プアーズ社
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